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研究成果の概要（和文）：本研究は「『対話』を通じたアクティブ・ラーニングが、大学における『持続可能で
レジリアントな社会を主体的に創造する市民』の育成につながる」という仮説に、実践を通じどのような可能性
と課題が示されるかを問う試みとして開始した。その後、対象を学校教育や社会教育にも広げ、既存理念や先行
実践を検討し、大学生を対象に「対話」を体験を通じて学ぶ教育プログラムを構築した。また、教育手段として
の「対話」から、持続可能な社会を市民が創造する過程に求められる実践・文化としての「対話」に焦点を移し
つつ、「対話の場」を担う実践者への聞き取りをもとに「対話の力」「対話を創造する力」を理論的に示した。

研究成果の概要（英文）：This study explored the possibilities of "dialogues" to facilitate active 
learning to develop citizenship for a sustainable and resilient future. While its original focus was
 on university education, it enlarged its scope to study the cases of school and community 
education. Based on the findings, a citizenship education program for university students to 
incorporate "dialogues" for sustainability has been developed. 
In addition, the study developed a list of competencies to "participate in dialogues" and "create 
spaces for dialogues" based on interviews to practitioners who create such spaces, while shifting 
its focus from dialogues as "educational tools" to those as "practices and culture," which support 
the process for citizens to create a sustainable and resilient society.

研究分野：環境教育学、大学教育学、社会教育学、ESD論
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は「持続可能でレジリアントな社会」の創造に不可欠な「対話」の教育に関する可能性と課題を一定程度
明らかにし、社会を主体的に創造する「市民」を育む具体的な方策を示した。
「持続可能性」「レジリアンス」は時に対立する解釈を許す曖昧な概念であり、対立を乗り越え未来像を具体化
する過程は重要な学習の機会となり得るが、教育現場では異なる立場の衝突を避けるため対立が放置される、隠
されるという事態が起きる。また、大学を含む教育の場に主体的な「市民」を育成する役割が期待され「アクテ
ィブ・ラーニング」が推進されるが、その具体像は定まっていない。本研究はこれらの課題を乗り越える現実的
な可能性を示すものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 大学教育への期待：アクティブ・ラーニングを通じた主体的市民の育成 
近年、大学教育の役割として、社会を主体的に創造する「市民」を育むことへの期待が高まり、

そのためには能動的・主体的学修を促す教育が不可欠だと考えられるようになっている。学校教
育全体においてその重要性への認識が広がる「アクティブ・ラーニング」が、大学教育の中でも
求められ、議論や実践が急速に広がった。そうしたなか、大学教育におけるアクティブ・ラーニ
ングを真に意義ある学びにつなげるには、外的活動のみならず内的活動における能動性を実現
することの重要性が指摘されてきた。 

 
(2) 道標としての「持続可能性」と「レジリアンス」 
 大学が社会を創造する「市民」を育成するなかでは、学生自らが、目指す社会のビジョンを主
体的に検討していくことが重要となるが、その道標となる概念が「持続可能性」と「レジリアン
ス」だ。「持続可能性」は、1980 年代から現代社会の目指すべき方向性を示す鍵として共有され
てきた概念だが、「持続可能な開発目標（SDGs）」によって広く注目されることになった。また
「レジリアンス」は、頻発する自然災害や、急激に進む社会変化のなかで、社会が攪乱から回復
し状況に適応しながら持続していくために必要な力として、近年注目を集める概念であり、社会
的排除の問題をより意識的に視野に入れた検討の契機を与えるものと考えられる。 
 
(3) 「持続可能性とレジリアンス」を軸にした対話：アクティブ・ラーニングとしての可能性 
「持続可能性」と「レジリアンス」は、多様な価値観にもとづく様々な、時に対立する解釈を

許す曖昧な概念でもある。現実の課題を取り巻く対立を乗り越え、「持続可能でレジリアントな
社会」のビジョンを具体化する過程は、重要な学習の機会となり得るが、「中立」が重視される
教育現場では、その過程に生ずる異なる価値観や立場の衝突を避けるため、本来向き合わねばな
らない対立が放置される、または隠されるという事態も起きる。主体的市民を育むためには、多
様な見方や意見の間の対話・相互作用を通じた学習が不可欠であり、異なる価値観の間の対話を
軸に、学生が主体的市民としての力を得る学びは、大学教育における「深い学習」を伴うアクテ
ィブ・ラーニングのひとつの具体像となり得る。特に、政治、宗教、経済的立場等の違いによる
分断が国内外で深刻化する昨今、異なる価値観を持つ他者と対話する力の育成は緊急に取り組
まれるべき課題だと考えられた。 
 
２．研究の目的 

以上の背景を踏まえ、本研究は、大学における「持続可能性・レジリアンスの概念を軸とした
『対話』によるアクティブ・ラーニング」の可能性と課題について、「持続可能でレジリアント
な社会を主体的に担う市民を育成する」観点から実証的に検討し、その実践モデルを提示するこ
とを目的とした。それにより、大学教育を通じた市民の育成を「持続可能でレジリアントな社会」
という現代的課題を乗り越えるビジョンにつなげ、大学のアクティブ・ラーニングを「深い学習」
として実現する具体的方策を示すとともに、社会の創造に不可欠な「対話」の力とその教育にお
ける可能性と課題を明らかにすることを目指した。研究の過程で、対象を学校教育や社会教育に
も広げたとともに、教育手段としての「対話」から、持続可能な社会を市民が創造する過程に求
められる実践・文化としての「対話」に焦点を移し、さまざまな学びの場で意識されるべき「対
話の力」「対話の場づくりの力・要件」を明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 

上記の目的に向けた本研究を、以下のとおり実施した。 
(1) 文献レビュー・先行研究整理による研究枠組・評価指標の構築：大学教育、ESD、シチズン

シップ教育、持続可能性、レジリアンス等に関する先行研究を整理し、大学における「持続
可能でレジリアントな社会を主体的に担う市民の育成」を評価する枠組・基準を構築した。 
 

(2) 「対話」によるアクティブ・ラーニング実践内容・方法の計画：対話・コミュニケーション
等に関する他分野の先行研究や実践事例を踏まえ、「持続可能性」「レジリアンス」概念を軸
とした「対話」による大学のアクティブ・ラーニングの具体的内容・方法を計画した。 

 
(3) 実践を通じた参与観察：(2)の計画を申請者本人や協力者が実施する大学授業や社会教育実践

に取り入れ、その過程や成果について観察や検討をおこなった。 
 
(4) 実践者への聞き取り・分析：持続可能でレジリアントな社会づくりにつながる多様な対話の

場を担う実践者に対し、「対話」や「対話の場づくり」に関する視点を聞き取った。文章化し
た内容をコーディング・分析し、「対話の力」「対話の場づくりの力・要件」について検討し
た。 



 
(5) 「対話の学び」の理論化と実践モデルの構築：上記をもとに「対話の力」「対話を創造する

力・要件」を理論化するとともに、「持続可能な社会を主体的に担う市民を育成するための
『対話』の学び」の実践モデルを構築した。 

 
４．研究成果 
 本研究の成果は、主に下記二点である。 
 
(1) 「持続可能でレジリアントな社会を主体的に担う市民」に不可欠な「対話」を体験を通じて

学ぶプログラムを、大学生を対象に実践し、教育モデルとして構築した。特に Nonviolent 
Communication（非暴力・共感的コミュニケーション）の理念や実践を参考に、NVC の専門家
と連携しながら、実践を繰り返し、検証した。この成果は、これまで研究者・教育者や一般
市民への発表・講演等で一部を伝えているが、今後、教材やガイドブックとして発行し、普
及活用を目指す。 
 

(2) 「対話の学び」を検討するなかで、「対話」を教育手段としてとらえる視点を広げ、持続可
能な社会を市民が創造する過程の実践とそれを支える文化としての「対話」を育む学習・教
育の重要性を明らかにした。そのうえで、育まれるべき「対話の力」を、先行研究や、持続
可能でレジリアントな社会づくりにつながる多様な対話の場を担う実践者へのインタビュ
ーからリストにまとめ提示した。また、個々の学習者が「対話の力」を育むことを目指す際、
その過度な強調が個人に対するディスエンパワメントになる可能性に着目し、個人が「対話
の力」を発揮できる「対話の場」を創造する力や要件の重要性を提示するとともに、それら
を理論的に示した。「『対話』の力」「『対話』を創造する力」は、論文や書籍で発表しつつ（表
１、表２）、見直しを続けており、インタビュー分析の結果と合わせた調査に関する研究論
文は現在投稿中である。 

 
表１：「対話」に参画する力（暫定リスト）※ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

表２：「対話」を創造する力（暫定リスト）※ 

  
※二ノ宮リムさち「持続可能な地域を創るのは誰か：社会課題を乗り越えるための対話と教育」、

原田保・西田小百合・古賀広志・鈴木紳介・二ノ宮リムさち・黒崎岳大・石原圭子・松村茂「社

会デザインのための新機軸創造―地域デザイン学会による接近方法の諸相」『地域デザイン』

No.20，2022 年，219-255．の図表６・７を転載。リストはその後改訂を継続。 

 対等な姿勢：物怖じせず、卑屈にも尊大にもならない 

 自分の理解と表現：自身の感情を認め、思いを表現する 

 相手の理解と共感：相手の感情を認め、思いを尊重する 

 関係性の構築：対話の相手として人間同士の関係性をつくる 

 多様性と公正性：排除される立場からの声を対話にのせる 

 主体性と責任：対立を避けず、主体的に対話に加わる 

 共創の意志：共有できる部分を見つけ、新たな価値を創る 

 持続可能性の価値の共有：公正な社会・環境・経済を志向する 

 対立構造を超える「共感」を生み出す～正義の主張よりも、深い次元で共感される価値を前面に出すこ

とで「共同体」としての土壌を形成する 

• 物事の本質をとらえる力・人々の想いを感じる力・言葉を選ぶ力 

 多様な人々と関係性を構築する～自身の立場を対立構造に位置づけず「人間同士」のコミュニケーショ

ンを通じて関係性を構築 

• 「人間」への関心・相手を引き出す力・自分を開く力・立場を超える力 

 外部の支援者・専門家を活用する～必要となる情報や知見・活動への推進力（お墨付き・中立性）を与

える支援者／専門家・情報など 

• 幅広い人脈・的確な情報収集力 

 多様性や公正性を重視する～「協創する共同体」に参画できていない人はいないか？参画していない

人は誰か？共同体の中に自由で率直な発言を阻む力関係があるか？ 

・力関係や組織構造を俯瞰的に解する力 
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